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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年４月期第１四半期 8,657 0.4 239 △4.9 253 △4.8 147 3.1

2025年４月期第１四半期 8,619 △4.0 251 △28.7 266 △26.0 143 △29.4

（注）包括利益 2026年４月期第１四半期 153百万円（6.5％） 2025年４月期第１四半期 143百万円（△34.8％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年４月期第１四半期 15.40 －

2025年４月期第１四半期 13.66 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年４月期第１四半期 18,254 14,383 78.8

2025年４月期 19,196 15,044 78.4

（参考）自己資本 2026年４月期第１四半期 14,383百万円 2025年４月期 15,044百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年４月期 － 0.00 － 85.00 85.00

2026年４月期 －

2026年４月期（予想） 0.00 － 85.00 85.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 17,000 1.1 330 △3.9 350 △3.3 150 △15.3 15.66

通期 36,400 0.8 1,500 △0.0 1,550 0.7 850 21.2 88.74

１．2026年４月期第１四半期の連結業績（2025年５月１日～2025年７月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年４月期の連結業績予想（2025年５月１日～2026年４月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年４月期１Ｑ 12,446,700株 2025年４月期 12,446,700株

②  期末自己株式数 2026年４月期１Ｑ 2,868,667株 2025年４月期 2,868,617株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年４月期１Ｑ 9,578,072株 2025年４月期１Ｑ 10,471,121株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の

前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の

概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気が緩やかな回復基調にある中で、雇用・所得環境の

改善などから個人消費に持ち直しの動きがみられた半面、長引く物価上昇や米国の通商政策の影響など

先行き不透明な状況が続いております。

当社グループの属する食関連業界においては、インバウンド需要の押し上げ効果が一部にみられますが、

家計の節約志向が依然として根強いほか、高止まる原材料価格に加えて人件費・物流費が上昇を続けるなど、

引き続き厳しい収益環境となりました。

このような環境の中、当社グループは、お客様にお喜びいただける高付加価値・高品質な商品やサービスの

提供に努めました。また、既存店の収益改善を進めるとともに、大人気アニメーションキャラクターを

デザインしたお弁当やどら焼を販売するなど、新商品や季節商品による需要創出を図りました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は8,657百万円(前年同期比0.4％増)、

営業利益は239百万円(同4.9％減)、経常利益は253百万円(同4.8％減)、

親会社株主に帰属する四半期純利益は147百万円(同3.1％増)となりました。

セグメントの経営成績は次のとおりであります。

（a）精肉事業

精肉事業につきましては、松阪牛や当社オリジナルの『柿安牛』等のブランド牛商品に加え、

自社製造のローストビーフの販売強化に努めました。また、当社予約サイト「ニクヨヤク」限定で

焼肉セットや黒毛和牛小間きれセットをお値打ちに販売するなど、お客様の需要を見込んだ商品展開に

努めました。

この結果、当事業の売上高は3,215百万円(前年同期比0.2％減)、セグメント利益は166百万円

(同45.6％増)となりました。

（b）惣菜事業

惣菜事業につきましては、既存の定番商品のブラッシュアップに加え、ゴーヤを中心とした夏野菜を

自家製ガーリックオイルで仕上げた『６種野菜とゴーヤのペペロンチーノ風サラダ』を販売しました。

また、看板商品である大海老マヨの夏期限定商品『大海老マヨ ～サワークリームレモンマヨソース～』

など、満足度の高い高付加価値商品の展開にも注力いたしました。

この結果、当事業の売上高は3,105百万円(前年同期比1.3％減)、セグメント利益は229百万円

(同17.4％減)となりました。

（c）和菓子事業

和菓子事業につきましては、季節商品として味だけでなく見た目も楽しめる『バナナ大福』

(プレーン・チョコ)や、とうもろこしを練りこむことでその食感も楽しめる『焼きとうもろこし団子』、

『焼きとうもろこし大福』を販売しました。また、味だけでなく見た目にもこだわった「ラムネ」

「マンゴー」「スイカ」フレーバーが楽しめる『いろどり団子』などの商品開発にも注力いたしました。

この結果、当事業の売上高は1,530百万円(前年同期比6.1％増)、セグメント利益は25百万円

(同25.6％増)となりました。

 

（d）レストラン事業

レストラン事業につきましては、グリル業態ではワンランク上の食材をお楽しみいただくため、

新たに黒毛和牛サーロインを用いた料理を取り揃えました。また、お持ち帰り可能なお弁当として

『牛めし＆とんてき弁当』を導入するなど、贅沢な味わいをお値打ち価格で楽しんでいただける商品展開

に努めました。

この結果、当事業の売上高は347百万円(前年同期比3.0％増)、セグメント利益は0百万円

(同91.6％減)となりました。
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（e）食品事業

食品事業につきましては、国民的人気アニメーション「ちびまる子ちゃん」をデザインした

商品として、母の日には『すみれの黒毛和牛やわらか煮 ～まごころをそえて～』、父の日には

『ヒロシの酒のおつまみ ～ほたてと牛肉山椒～』をそれぞれ販売しました。

また、新商品『柿安瓶詰めシリーズ』（「減塩牛肉しぐれ」や「すき焼」など８種類をご用意）が

大変ご好評をいただきました。

この結果、当事業の売上高は458百万円(前年同期比3.0％減)、セグメント利益は49百万円

(同26.7％減)となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

（資産、負債及び純資産の状況）

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ941百万円減少し、

18,254百万円となりました。

流動資産は830百万円減少し、10,700百万円となりました。主な要因は、現金及び預金の減少1,065百万円、

仕掛品の減少57百万円及び売掛金の増加301百万円等であります。

固定資産は111百万円減少し、7,554百万円となりました。主な要因は、繰延税金資産の減少78百万円と

建物及び構築物の減少36百万円等であります。

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ280百万円減少し、3,871百万円

となりました。

流動負債は262百万円減少し、3,366百万円となりました。主な要因は、未払法人税等の減少244百万円、

賞与引当金の減少173百万円及び預り金の増加121百万円等であります。

固定負債は17百万円減少し、504百万円となりました。主な要因は、資産除去債務の減少14百万円等であり

ます。

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ660百万円減少し、

14,383百万円となりました。主な要因は、剰余金の配当による減少814百万円と親会社株主に帰属する四半期

純利益147百万円の計上による増加等であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2025年６月10日に発表いたしました2025年４月期決算短信〔日本基準〕

（連結）に記載しております予想から変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2025年４月30日）

当第１四半期連結会計期間
（2025年７月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,995 6,929

売掛金 2,502 2,803

商品及び製品 382 425

仕掛品 429 371

原材料及び貯蔵品 163 153

その他 57 17

流動資産合計 11,530 10,700

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,750 2,713

土地 2,119 2,119

その他（純額） 965 956

有形固定資産合計 5,835 5,789

無形固定資産 182 173

投資その他の資産

投資有価証券 219 243

繰延税金資産 236 158

差入保証金 671 670

退職給付に係る資産 312 305

その他 207 212

投資その他の資産合計 1,647 1,590

固定資産合計 7,665 7,554

資産合計 19,196 18,254

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,278 1,251

未払金 503 420

未払法人税等 315 70

契約負債 10 18

未払費用 913 954

賞与引当金 346 172

役員賞与引当金 10 5

株主優待引当金 46 43

その他 204 430

流動負債合計 3,629 3,366

固定負債

資産除去債務 424 410

その他 97 94

固定負債合計 522 504

負債合計 4,152 3,871

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2025年４月30日）

当第１四半期連結会計期間
（2025年７月31日）

純資産の部

株主資本

資本金 1,269 1,269

資本剰余金 1,086 1,086

利益剰余金 18,438 17,771

自己株式 △5,900 △5,900

株主資本合計 14,893 14,226

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 56 70

退職給付に係る調整累計額 94 85

その他の包括利益累計額合計 150 156

純資産合計 15,044 14,383

負債純資産合計 19,196 18,254
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
（自　2024年５月１日

至　2024年７月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2025年５月１日

至　2025年７月31日）

売上高 8,619 8,657

売上原価 3,925 4,025

売上総利益 4,693 4,631

販売費及び一般管理費 4,442 4,392

営業利益 251 239

営業外収益

受取利息 0 3

受取配当金 2 3

その他 12 7

営業外収益合計 15 14

営業外費用

その他 0 0

営業外費用合計 0 0

経常利益 266 253

特別損失

固定資産除売却損 10 0

特別損失合計 10 0

税金等調整前四半期純利益 255 253

法人税、住民税及び事業税 31 31

法人税等調整額 81 74

法人税等合計 112 106

四半期純利益 143 147

親会社株主に帰属する四半期純利益 143 147

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
（自　2024年５月１日

至　2024年７月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2025年５月１日

至　2025年７月31日）

四半期純利益 143 147

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 12 14

退職給付に係る調整額 △11 △8

その他の包括利益合計 0 5

四半期包括利益 143 153

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 143 153

（四半期連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他

(注)1
合計

調整額

(注)2

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)3精肉事業 惣菜事業
和菓子

事業

レストラン

事業
食品事業 計

売上高

顧客との契約から

生じる収益
3,221 3,144 1,442 336 473 8,619 － 8,619 － 8,619

その他の収益 － － － － － － － － － －

外部顧客への

売上高
3,221 3,144 1,442 336 473 8,619 － 8,619 － 8,619

セグメント間の

内部売上高

又は振替高

411 0 9 2 255 678 － 678 △678 －

計 3,632 3,145 1,452 338 728 9,297 － 9,297 △678 8,619

セグメント利益 114 277 20 8 67 488 － 488 △236 251

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間　（自　2024年５月１日　至　2024年７月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、全社催事等であります。

２．セグメント利益の調整額△236百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△241百

万円及びその他調整額５百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他

(注)1
合計

調整額

(注)2

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)3精肉事業 惣菜事業
和菓子

事業

レストラン

事業
食品事業 計

売上高

顧客との契約から

生じる収益
3,215 3,105 1,530 347 458 8,657 － 8,657 － 8,657

その他の収益 － － － － － － － － － －

外部顧客への

売上高
3,215 3,105 1,530 347 458 8,657 － 8,657 － 8,657

セグメント間の

内部売上高

又は振替高

479 2 13 2 249 747 － 747 △747 －

計 3,695 3,108 1,543 349 708 9,404 － 9,404 △747 8,657

セグメント利益 166 229 25 0 49 471 － 471 △231 239

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間　（自　2025年５月１日　至　2025年７月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、全社催事等であります。

２．セグメント利益の調整額△231百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△238百

万円及びその他調整額６百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自  2024年５月１日

至  2024年７月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自  2025年５月１日

至  2025年７月31日）

減価償却費 148百万円 149百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年９月８日

株式会社柿安本店

取締役会　御中

東　陽　監　査　法　人

　名古屋事務所

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 桐山　武志

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 南泉　充秀

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社柿安本店の2025年５月１日から2026年４月30

日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2025年５月１日から2025年７月31日まで）及び第１四半期連結累計期

間（2025年５月１日から2025年７月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれておりません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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